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専門科目の 中国語は, 理解力と表現力を共 に養うことを目指す｡ そ の 基礎を固める ために , より
効果的な教材が望まれる ｡
小文 は発音 ･ 本文 ･ 文法の三方面に わた り, 教養科目用 の 教材に考察を加え た上, 発音では反復
練習時間の 限界を問題視し, 発音を段 階的に習得させ る実験 に言及する｡ 本文 では本文 の 主目的が
語菜と文法を取 り入れる ことであると強調し, 自作 の 工夫を紹介する｡ 文法では文 の構造を明示す
る必要性を説き, 考案した - 図式を例示する ｡
キ ー ワ ー ド
実用的, 効果的, 図式化, 簡明化
は じめ に
日本 の中国語学習者の 中国語表現力は , 中
国の 日本語学習者の 日本語表現力に造中に及
ば な い ｡ これは誰もが認 ざるを得な い現実な
の である ｡ 一 体 なぜ なの か ｡ 学習者の質や意
欲 とか で片付けられる問題 とは決 して思えな
い
. テ キス トもその 一 因では なか ろうか o
一 般 の中国初級テキス ト (以下 ｢初級｣ と
略す)は大方, 発音部分 の 後に, 本文 ･文法 ･
練習の構成か らなる約20の課 が続くム 小文は
発音 と各課 の本文 ･文法の 三 方面に わた っ て
,
｢初級｣ の概略 と, ｢初級｣ を専門課程 に用 い
た場合の過不足を考察し, その 上 で, 筆者の
試行した もの を引き合 い に , 中国語初級テキ









法等を詳細に 説明し, 発音の練習に大量の 例
を提供 して い る ｡ その伝統 を受け継 い でか ,
2)
｢中国語初歩一 閲読 ･ 文法編｣ は 図表や文章
･を十分に 取り入れた が, 例を大幅に減 らし,
その 代りに 日本語の 発音と の 比較や理論面で
の 言及 を少 し加 えて い る｡ 一 方, ｢基礎中国
3)
語｣ は発音に つ い て の 説明を省い て教授者に
委ね, 表音記号の み の 音節601と, 和訳の 付く
単語471と, 和訳の付く短文40とを, 発音の具
4)
体例 と して列挙 して い る ｡ ｢標準中国語 1｣ の
発音部分 は わずか 4 ペ ー ジ で あるが , 一 応 の
内容と思 われるもの は元より, 発音 の要領や
例 として の単語も若干入れ てある ｡
多数 の ｢初級｣ を見る と, それ ぞれの 巻頭
に位置する発音部分に は, い ずれも下記 4点
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を必要最小 限の 内容 と して取り上げて い る ｡
①音節 (構造 ･ 子普21･ 母音37)
②声調 (四声)
③変化 (声調 の変化 ･ 語尾の 捲舌音化)
④規則 (音節の綴り方 ･ 声調記号の付け方)
1. 1.2 相違点
テキス トの 巻頭に位置する こ と と, 前記4
点の 基本的内容が ｢初級｣ の 共通点 と言える
が, では , 相違点は何 であろうか ｡ 大雑把に
言うならば, それは中身の 多産 ･ 繁簡である
と思う｡ 多 い もの とは, 項目 ･ 説明 ･ 図表 ･
例を共 に多く盛 り込ん だ結果 で, 中国で外国
人留学生の ため に編ん だ語学訓練用テキス ト
の 影響が見受けられる｡ 中身の簡略なもの は ,
明らか に大学教養課程 の 学生を対象と して作
られた テキス トで , 言うに及ばず, 無くて も
不足を感じぬ事柄 を思 い 切 っ て削減し, その
反面, 紛 らわしい 発音の例や単語, 挨拶言葉
を豊富に取り揃える な どして い る ｡
教養課程に せよ, 専門課程 にせ よ, 近年来
大学の 中国語履修者の 増加 に伴 い , ｢初級｣も
数多く発行 されるようにな っ てきた ｡ それ ぞ
れは様々 な特色を持ち, 数々 の 工夫を披露し
つ つ , 共同で 一 つ の 流れをつ くり出して い る
ように筆者に は見える ｡ 教授者と学習者の 双
方にと っ て喜ばしい 限りであ る｡
1.1.3 大勢
発音の授業は どうしても無味乾燥 になりが
ちである が, 専門課程はむ ろん, 教養課程 と
言え ども有る程 度組 み 入 れ なけ れ ば な らな
い
｡ こ の 関門を 一 日も早く突破した い と こ ろ
であるが , 決して い い 加減 に取り扱う訳には
行か ない ｡ こ の矛盾を い か に解決すれば 良い
か ｡ 前記 4点に 更に 1, 2点付け加 えた り,
一 定量の 意義を伴う例を並 べ た り し, 発音部
分全体を 4 コ マ 程度 で こ なせ るような設計に
する ｡ こ れ が近年発行 され た
｢初級｣ の ほ と
ん どか ら得 た答え である ｡ い ずれ も教育現場
で活躍して い る教授者 でもある編著者た ちの
苦心 した跡が鯵み 出て い る ｡
今や もう通念にな っ て い るような発音部分
の分量も内容も納得 できるも の と言わ ざる を
得な い ｡ 筆者が 出講して い る金沢大学では ,
教養課程 の 中国語に割り当てられる授業は週
2 コ マ
, 年30コ マ で あるが , 現実 には25コ マ
ぐら い に な っ て しまう｡ 1クラス にひ とりの
教授者が 1冊の テキス トで担当した場合, ｢基
3)
礎中国語｣ の ようなテキス トを採用すれば ,
1年前期に 占め る発音の 授業 の 割合 が約1/3に
なる｡ もし, ふ たり の教授者が2冊 の テキス
トを採用する となれば , そ の割合b{1/2に なる
こ ともあり得 る ｡ 果 して, 一 応 の知識を習得
すべ き学習者に発音教育をそれほ ど強い る必
要 がある の か ｡ また, 中国語を専攻す る学習
者に と っ ても, それ だけの 時間に見合うほ ど
の成果を収め られる の か ｡ か と言 っ て, どの
課程 にお い て も, 発音 の 授業を合計2~コ マ そ
こ そ こ で済ませ て しまうの も, 筆者の失敗し
た経験か ら見て甚 だ不足を感じる の である｡
1.2 考察
教養課程 , 更に専 門課程 で ｢初級｣ を使用
した際, どの ような問題 に直面し得るか ｡ こ
こ で は, 筆者の 経験を交え, 次の 2点に つ い




｢初級｣ を使用す る際に避 けて通 る こ とが
許されぬ問題 の 一 つ に, 連続模倣時間の上限
を どの位 に する の が望ま し い か が ある ｡ こ の
時間の 長短 は, 教授者の , 発音の 正確度に対
する求め 方にある程 度左右 され る が, 危供す
る と こ ろは , 正確度を初め か ら高め に定め る
こ と で あろう ｡ 学習者は そ の 高さ に 達するま
で模倣を強 い られ , 成績も上 が らず, 心身 の
疲労か ら嫌気さえ催す ｡ 殊 に意義の 伴 わ ぬ表
音記号 だ けを見て の模倣は苦役そ の も の で あ
る ｡ そこ で , 筆者は1985年 4月, 金沢大学 で
中国語初級テ キス トの 研究
模倣 の 時間と内容を下表の ように組み合わせ
た実験を行な っ た ｡ 表音記号の み の 内容をA
とし, 表音記号と漢字付き表音記号を半 々 に
した 内答を Bと して , 学生 たちに ｢最も効果
的に学習できた と思う｣ 授業の 進め 方を選ば
せ た｡
クラス 人数 1 回目 2 回目 3回目
教育15組 40 A . 30分 B . 30分 B .50分
経済5組 59 B.50分 A .30分 B .30分
全員が ｢B ･ 30分｣ を丸で 囲み , 前年の 調
査結果の 裏付けてくれた ｡ 以来, 筆者は民間
の会話講座に お い て も, 大学の どの 課程 にお
い ても, 発音の 連続模倣 時間を3t)程度に抑え





きた の で ある. まキ, 残りの70分 をむ だ にせ
ぬ ため の教材作成に取り組ん で きた｡
1.2.2 授業展開
発音を集中的に教える段階 で, こ の数 コ マ
の時間内に, どの ような事柄を, どの ような
割合で展開すれば学習者の ため に なる の か ｡
こ の 設問に対する 回答は望め な い の で, 先ず
は 自らの 経 験 と学習者の 声 と を考 え合わせ





④例文 ･ 例語 の解釈





①か ら④-ま で の学 ぶ べ き事柄 の 受容能力に
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時間的限度があるの で, 不本意ながらも折を
見て は⑥や⑦, ⑧を15分ほ ど取り入れるなど
して ブ ラ ン クを埋め て い た が, 後 に, これは
却 っ て 学習意欲 に効果的であると分か っ た｡
た だ, 学習者の 貴重な時間に , こ れらの過 多
な配分 が語学に どれほ ど有効 なもの か と い う
問題 が生 じる ｡ また , ①と②をより仔細に ,
より ｢学問｣ らしく扱う手段もある が, その
効果 は疑わしい ｡ 要する に, ①か ら⑨ま･で の





で, どの ｢初級｣ をテキス トに して も, 最初
5)
の 3 コ マ は 自作の ｢教養 3課｣ を使用 した ｡
こ れは発音に関する事項を最大限度簡略に し
て 3課に割り当て, それぞれに 意義を伴う例
として の本文を添えた教材 である ｡
本文 は30個前後 の漢字で綴 っ た2対の 問答
で, それ ぞれの課に割り当て られた発音事項
の3A以上を包含して い る. なお, 既習単語を
組 み替えれば, 文型練習を兼ねた発音練習 の
例文 が数倍増える ｡ 例えば第2課 の授業で,
第1課 の 単語も使 っ て所有を表す例文を12言
作れたとすれば, 4言 の本文を20回ずつ 単調
に模倣させ るより, 例文 を加えた16言の 文を
5 回ずつ 反復させ た 方が造 か に効果 的で あ
る｡
第4ヲマ か らは本編第1課 の授業に は い る




案した 図表や収集した意義の 伴う例を活用 し
て, 毎回10分程度割 き, 5 回に分けて下記5
組 の 発音の 区別を授業の 一 環 に した . 成果の
ほ どは具体的な数値で示す こ とは 出来ぬ が ,
従来の や り方に劣 らない こ とは確か である｡
とすれば, 少なく-とも, 労力をか なり節約す
る こ とが 出来た上, 単調さ によ る学習者の 拒
12 0 岡 田 文之助
絶反応を幾らか軽減する こ とに役立 っ た こ と
になるo
① zb ･ ch ･ sh とj ･ q ｡ Ⅹ
② zh･ z･j･g･d･b とcb･c ｡ q･k･t･p
③f と h
④ u と u
⑤in ｡ a n とing ･ ang
1.3.2 専門課程
筆者の経験に 限 っ て 言うならば, 民間の 中
国語講座の 学習者は, 本学の中国語 を専攻す
る学生 と同様に実際の 言語生活に対応し得る
理解力 ･ 表現力 の短期習得に期待を抱 い て い
る ｡ こ れに応えようと して最初に編集したも
6)
の が ｢中国共通語教科書 (入門篇)｣ である ｡
同テキ ス ト の 改訂 を重 ねた も の を教材 に,
1986年に は石 川県日中友好協会主催 の 中国語
講座 で, 1987年に は本学 の ビ ジネス 外語専攻
中国コ ー ス で, 下表 の示す体系を以て発音の
速修を実現した の である ｡
表2
段階 課 目 的 達成目標
1 - 5 ひ と通り体験 させ る 5 0%
6 - 10 重 点的に再学習 させ る 60%
l l- 15 系 統を追 つ て再 認識 させ る 70%
四 16- 20 欠点を補 つ て合 格 させ る 80%
第 一 段階 では , 発音の関連事項を5課 に分
けて取り上 げ, ひ とまず学習さ せ る ｡ 次に,
間違 え易 い 5組の 発音を特に習熟させ る ｡ 続
い て は, 系統立て て, 同類と の関連性か ら個 々
をより高 い視点 に立 っ て認識さ せ る｡ 第四段
階で は, 各課 か ら発 音部分 を取り外 し,
｢話
す｣ ･ ｢聞く｣ の練習や本文 の 音読 を怠らず行
い
, 臨機 の 矯正 を施して , 目安として い る 目
標を達成 させ る ｡ こ の体系は , 発音を角度,
重点 などを変えて 導入 し, 本文 や文法と密接
に関係付けた の で, 重複感を覚え ぬ 内に 同じ
内容 を何度も学習させ , 段階を追 っ て 正確度
を向上 させ る こ とが 出来た ｡
表中の ｢目標｣ とは, それぞれの段階が終
了した時点 で達成すれば良い と設定した凡そ
の 正確度を指す｡100%正確 に発音できるもの
は中国にお い て さえも多数を占め て い ない ｡
日本で は5年間学習しても期 し難く, 第 一 ,
期する必要 もない ｡ 約80%の 正確度が あれば,
意思疎通に大 した支障を来す こ とは無 い はず
で ある ｡ こ の 約80%は, 教え方 ･ 学び方次第
で , 文法 ･ 語葉を兼修しながら20コ マ ぐら い
で無理なく達成 し得る 目標値で ある｡ 中国語
は ｢文法が易しく発音が難しい ｣ と い う定評
め い た言 い 方をよく 耳にする が, こ れに は頗




｢初級｣ の 本文を大別すると, 内容に 一 貫
した主題か , あ る い は場面設定があるもの と,
そうでな い もの とが ある ｡ 題材を見る と, 中
国で の 生 活を想定して 会話 を展開する もの
や, 学生に身近な茶飯事を反映させ たもの も
ある｡
7)
例えば ｢八木さん の中国家庭訪問｣ は , 日
本 人旅行者が中国の 家庭 を訪問し, その 交流
や現地の 生活を体験する場面設定で, 登場 人
物た ちに親 しみ を感じなが ら会話能力と文法
知識の 習得が図れるように 工夫を凝 らして い
8)
る ｡ ｢中国の 人々 と生活｣ は72枚 の写真を掲載
し, 主人公で ある1留学生 の
｢中国で の体験
9)
もより具体的な実感 を伴 っ てく る｣ 効果を期
待した テキ ス ト である ｡
10)
｢学生生活を中心に した 中国語教科書｣ は,
教養課程 の 中国語 をひ と言 で も多く習得 させ
る ため に, ｢ 日 本国内 で の 学生生活の衣 ･ 食 ･
住 ･ 行を軸 として全体 の構成を考え, 日常 の
生活の 場で の こ とば を反復練習する こ と によ
っ て , 中国語 の 表現に 慣 れ, 発音に習熟でき
11)
る よう配慮した つ もり で ある ｡ ｣ 同 じ題材を
用 い た最近 の例 として は
｢初級中国語校国生
中国語初級テ キス ト の 研究
12)
括｣ が挙げられる｡ 同テキス トは中国留学生
と 日本大学生を主役に し, ｢キ ャ ン パ ス で交わ
す自然 なや り とり をま とめ た会 話 を
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軸 と し
て , 入門段階で必要な文法事項を, 一 通り把
13)
握 できるこ とを目指 し｣ て い る｡
一 方, 主題 も場面もなく, 意味上関連性 の
な い 短文もしくは 問答を羅列した に過 ぎぬ本
文も珍 しくは なく , む しろ最近 は増える傾向
14)
さえある｡ 遠 い 例 に ｢現代中国語入門｣ があ
1)
るが, それは ｢中国語教科書｣ の 原版 である
15)
｢祝酒教科弔｣ に, ｢日本人学習者として の 立
場か ら, さらに検討 を加え, い っ そう理解し
やすく , 能率的に学習 しうるように要約 した
16)
もの ｣ で, 6言前後の短文を集め て毎課 の本
文に してある ｡ 近 い例 に ｢大学中国表ごがあ
り, 各課の 本文は 6言ない し9言の 短文 によ
っ て構成されて い る｡
2. 1
.2 形式
結論か ら述 べ る と, 本文に対話形式を採 る
テキス トが ｢初級｣ の 圧倒 的多数を占め て い
る｡ そ の上, 内容に 一 貫性 を持 っ て対話形式
に徹して い る テキス トも少 なく なく
7)
ん の 中国家庭訪問｣, ｢用例 ･ 用法初級




























対話と文章の 両形式を取 り入れて い る テキ
21)
ス トもある｡ ｢中国語を マ ス タ ー しよう｣ は18
課中, 対話の 本文 が15篇ある の に対し文章の
本文 が3篇ある ｡ 対話 と文章の 比例で更に 2
22)
例挙げる と, ｢ドリ ル 式中国語テキス トI｣ が
23)
13対3, ｢中文基礎｣ が13対6 である ｡ また,
24)
｢中文課本基礎編｣ は両形式を 1篇の 本文 に
収め た例 である ｡ 同テキ ス トの 第 6課か ら第
18課ま で の本文は , 1段落 の文章と, それに
続く6対か 7対の 対話 で構成されて い る｡ 両
者の 分量上 の 比例は , 句切 り数で概算すれば
平均 して 2対3である ｡ 文章に は, 第13課の
ように 内容面 で序奏 の働 きをす るもの と, 第
121
9課の よう.に文法導入 の 配慮か ら対話部分 の
不足を補完するも の と があ る｡ ｢簡明申文裸
25)
本｣ の 本文 の 内分けは, 2対か 3対 の構成を
なす対話2組 と分量上1組 の対話 に相 当する
文章1段落 である ｡ 3者の 間に意味上 の 関連
性 は全く ない が , 編著者が導入しようとする
と こ ろの 文法事項 で同 一 の 課に統 一 されて い
る｡
26)
ほ か に ｢中国語初級読本｣ の ように, 対話
形式の 本文 を設けず; も っ ぱら読解力養成の
た め に 編 ん だ テキ ス トが わずか な が らある
が
,
こ こ で は論外にする｡
2.2 考察
2.2. 1 理想
本文を設けない ｢初級｣ は 皆無である｡ 何
14)
放か . それは, ｢現代中国語入門｣ に端的 に見
られるように , 文を組 み立て る材料と して の
語菜と, 文 の組み 立て方を示す文法とを導入
するため では なか ろうか ｡ 換言すれば, 本文
は まず, 学習者が朗読するなり暗記するなり
して習得すべ き語菜と文法を含め た例文 の 集
合体 として機能せねばならない ｡ そ の 上 本
文を構成する例文 の すべ て が 一 般の 言語生活
で常用される語菓を用 い , 文法の本質を適確
に表せ る組み 立て方をして い れば, より望ま
し い ｡
ほ とん どの ｢初級｣ が対話形式に執着して
い る ｡ そ の 訳を, 筆者は ｢初級｣ 編著者の ひ
とりと して次 の ように考えて い る ｡ 対話は話
し言葉を用 い る格好 の 形式であり, 話し言葉
は構文上変化 に富み , 各種 の文法現象を比較
的容易 に包容 できる ｡ こ の ような本文を反復
練習の 対象にする こ とに より, 学習者の 実際
の 言語生活 に対応す る能力 が 自然に培 われ ,
書き言葉 の 基礎も知 らず知 らずに 身に付く こ
とに なる｡ また, 大多数の ｢初級｣ は 内容に ,
一 定 の 主題 の 表現か場 面の 展開がある よう努
め て い る ｡ 言うま でもなく, こ の.ような本文
ほ ど熟読に催 し, 暗記もし易く , 学習に 充足
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感を味 わう こ とが出来るか らで あろう｡
編著者たちが理想祝 して い る本文 とは, 料
話の形式で, ま とまりの ある内容を表し, 請
葉 ･ 文法を導入する機能を持つ もの である ｡
手近 の約100冊 の ｢初級｣ を通覧 して, こ の よ
うな印象を受けた ｡
2.2,2 現実
さて, その 理想追求 の 結果 は どうであろう ｡
次に数例を挙げて み る ｡
①本編最初 の 課
27) 28)
｢応用現代中文｣ と ｢中国語教本｣ はそれ
ぞれ36個 , 110個 の 単語で, ｢中国語を学び ま
29) 30)
しょ う｣ と ｢新しい 中国語｣ はそれ ぞれ12組,
20組 の 修蝕構造 であ る ｡ ｢例文中心初級中国
25)
#l, r簡明中文裸 本｣ ｢ド･)ル式中国語テキ
18)
ス ト I
22j, ｢用例 ･ 用法初級中国語｣ は , それ




同テキス トの本文は ほとん ど8言の 短文 に
よ っ て構成されて い る ｡ 第1課全文と 第2課
前半を除けば, 一 律に対話形式を採 っ て い る ｡
内容を見る と, 第3, 4, 8課 と第2課後半,
第7課前半は 関連性が認られぬ数対 の 対話 で
あり, 第5, 6, 10, 12課はそれ ぞれ2組 に
分か れ, 第9, 11課及び第13課より残り の 8
課は 一 つ に な っ て い る ｡
29)
③ ｢中国語 を学び ましょ う｣ 第16謀
計195字の 本文に, 主語 の 欠けた受身文(下
記イ) の 下線部)を限定修鏑語 として導入し,
文法部分 に 完全 で 独 立 した 形 の 例 文を 2 言
(下記の ロ), -)1を入れてある .
イ) 被* カ








前項 に 挙 げ た 事例 は例外的 なもの で は な
い
｡ これらか らの 問題点に つ い て, 筆者の 考
え方を整理 しておく ｡
①形式を重ん じ過 ぎな い ｡
特に本編最初の 2, 3課 にお い て は, 発音
部分 で単語, 挨拶, 短文を練習材料 として取
り入れ る な ど して予 め 条件作りを しな い 限
り, 対話の 形式は容易 に採れない ｡ 採 っ た と
して も往々 にして無理 が生じ, 千篇 一 律にな
り兼ね ない ｡ 故に, 語葉 ･ 文法さ え導入でき
れば , 寄せ集め の対話文 を作らな( て良い ｡
(卦主題 ･ 場面に拘 らな い ｡
一 定 の 主題 ･ 場面を巡る本文 は, 最初 の課
ほ ど語葉 ･文法 の蓄積が乏 しい の で作り難い ｡
また, 後の 課に なれば なるほ ど内容の 流れが
優先されがちなの で, 語菜 ･ 文法の 導入する
場 として機能せ しめ 難く なる ｡ 故に, 内容上
まとまり の有無に拘泥せず, ｢本文｣ の ｢文｣
を, ｢文章｣ の ｢文｣ で なく ｢例文｣ の ｢文｣
と見倣した方が, 本文設置の 目白勺に適 い , 有
効 か つ 有益 である ｡
③第 一 義的働 きを忘れない ｡
基礎知 識と して の語菜と文法を, 語葉集と
文法説明文 で呈示する こ と は出来る が, 文 に
託さな い 限り効果的に認識 させ る こ と は出来
な い ｡ 本文作りに際し, 本文を構成する個 々
の 文 の こ の 働 きを発揮 する こ と に 終始すれ
ば, 文法部分で補完する必要 がなく なる ｡ ま
35) 36)
た, 語葉の 方も, ｢文寓宮｣ や｢伐膳｣ の よう
な, 余り常用 され な い 漢字で説明 しにく い も
の を表す語は , 恰好 の 余談の種 に なり, 授業
の 雰囲気を盛り上げられる かも知 れな い が,
そ の た め に 費や す時間と精力を考え合わ せ る
と, マ イナス に なる.方が大き い の ではな い か ｡
結局は, ｢原点に返る の が望まし い ｣と言う
ひ と言に尽きる ｡
2.3 試み
こ こ で, 拙著 の ｢汲清 第 一 歩｣ を引き合 い
に , 筆者の 本文作成に 関する試みを次に記し
て , 本章 の 締めくくり とする ｡
37)
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本文を作成する過程 で は, まず, その 課で
導入しようとする文法事項を決め る｡ 次に ,
既習文法を基礎 に, 将来導入予定の文法と の
､
関わり合 い を考慮に 入れて , 常用語 の み で各
文法事項 の例文を多量 に作る ｡ それか ら, 例
文 を問答形式に改め , 紙幅 に合わせて精選 し
編集する ｡ 故 に, 出来上が っ た本文は会話体
で はある が, 決ま っ た主題や場面もなく, 紛
れもなく, 例文集なの であ る｡
例え ば第13課の 本文 は, 24言すなわち12対
の短文 で文法事項を3点導入した｡ 24言中6
言, 6言, 12言はそれぞれ将然態, 持続態,
進行態の 例文 として機能して い る｡ 更に, 拷
続を表すアス ペ クト助詞の ｢着｣ (zhe) を例
38)
として挙げると, 下記の例文が示 して い るよ
うに , それは既習文法 (動作の 方式, 同方式
の 強調)を踏まえ た上 で の導入で あり, また,
次課 で存在 の 表現形式を 一 括導入する条件を
作っ た こ とに なる ｡
他 姑着吃 飯｡ (第11課, 方式)
他 是姑着吃的俵.｡ (第12課, 強調)
他 姑着｡ (第13課, 持続)
那)し 粘着 - 小人. (第14課, 存在)
本文は次に挙げるもの として の 働きを兼ね
備えて い る｡
①単語応用 の例文
本文中の 短文はみ な, 単語 を応用単位とし
て作られたも の で, 幾らでも文法に則 っ て組
み替えする こ とが出来る｡ なお , 用語はすべ
て 日常生活にお い て使用頻度の 高い もの であ
る ｡
②文法事項 の例文
例えば琴17課 の 本文 は12対の 問答で14個 の
能願動詞を導入 し, それ らを用 い る文 の 肯定
形 ･ 否定形 ･ 疑問形を網羅 した ｡ あえ て付 言
すれば, 本文中の どの 1対の 問答もその 課 の
文法事項 の例文 と して機能し, そうしな い 問
答 は1対もな い ｡
③練習問題 の参考
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本文 は練習問題と同様に , そ の課 の文法の
応用力を身に付けさせるため に作 っ たもの で
ある ｡ なお , 進度に つ れて要求され る成分等
の添加や省略 の能力を養成する ため の 手本を
示 して い る｡ それらを参考にすれば, 練習問
題 が順調 に解けるように なり, より高度の 応
用 が期待できる ｡
④学習方法の 参考 ＼
各対の 問答は共通する文法によ っ て本文を
構成して い る だけであ る｡ 結果的には丸暗記
に よる学習方法が取り難く なり, 単語と文法
を実際の理解, 表現に用 立て る方法で も中国




最初の数課 は前掲 ｢教養3課｣ の 示す仕組
み に な っ て い る｡ つ まり, そ の課 で教えよう
と意図する発音の 内容が ほ とん ど本文 の 中に





中国の 大学で留学生 向けに編集された ｢初
級｣ の何冊か を見れば, 見出と説明と用例が
文法部分を構成する 三要素の ようである ｡ こ
れに準じ兼ねると い う姿勢が最近 の ｢初級｣
編著者の鮮明 な傾向である ｡ 中国の大学に お
ける留学生向けとは , 対象も用途も異 なるの
であるか ら, 当然なこ とで ある｡
こ こ では , 1984年1月 か ら1989年4月 まで
に 日本 で発行された40冊の ｢初級｣ (以下｢40｣
と略す) の ｢三要素｣ を調 べ る こ とにする｡
こ れ らの テキス トは光生館や自帝社 などか ら
の 献本 で, 無作為抽 出に近 い もの と見倣すこ
とが 出来, 全体 の 近況を知 る参考に なる｡
①説明
文法事項に つ い て の 説明方法と それぞれ の
方法を採 る ｢40｣ の 割合 を調 べ た結果 は下表
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が示 して い るように, 定義や用途に つ い て文
章で説明するもの に比 べ , 時々 一 言を加える
程度の もの の 方が 断然多く, なお, 説明 の文
章も 一 言もな い もの が過半数 (57.5%) を占




















見出に ｢動量詞｣, ｢結果補語｣, ｢兼語文｣
な どの術語を使用する の が 当り前の ように思
われがちであ るが, 事実, そうでな い 場合 も











- ｢ - したの です｣
ロ) 公式
Il 卜
S+ Ⅴ + 不 + Ⅴ十 0 ?
25)
A + 比bl+ B +形容詞
28)




















動詞 +gu o辻 〔経験をあらわす〕
③用例
文法部分 で最 も欠か せ ぬも の は用例 で ,
一




てある ｡ ｢白水社中国語教科書会話篇 (上)｣
29)
や ｢中国語を学びましょう｣ は用例 の み列挙
26)
して あり, ｢中国語初級読本｣ は文法部分 を設
けて い ない が, 中文和訳の練 習問題を実質上
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ng品) 了 . ,
18)
上記は ｢用例 ･ 用法初級中国語｣ 第5課の
文法部分 の 1項である ｡ ほ と ん どの ｢40｣ は
同テ キス トと同じように新し い 語句が若干伴
っ
＼た用例 を引用する の で, 影の ように用例 に
く っ つ い て い る表音記号が文法部分 の 添え物
に な っ て い る ｡ 本文 内か既習語句範囲内か ら
28)
用例を出す｢40｣は , ｢中国語教本｣ と｢H缶ihua
48) 41)




下記は ｢中国語教本｣ の ｢文法摘要｣ の 摘
録 である ｡ 捕え方や 用語 の相違 こ そあるもの
の , ほ とん どの ｢初級｣ がそれらに相当する
事項を, 教養課程の 中国語 に と っ て必要不可
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H 一 般構造
3 . 被補構造












1. 完了態 2 . 持続態 3 . 経験態
4 . 進行態 5 . 将然態
四文
H単文
Ⅰ . 構造に よる分類
A . 主述文
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① ｢中国語を学ぶ ｣ 第18課
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49)
② ｢Step-up Chine s e｣ 第15課
回存現文の 表現 場所名詞 +動詞 + 不特
定名詞 (意味上 の 主語)
①外辺下着雨堀 ｡
W aib ほrr xi畠zhe yu ne.
②那辺 1未了一架1机 .
N えb ほn feilaile y卜ji畠feijf.
上記の 2例は共 に ｢存現｣ の表現を取り扱
っ て い る が, 前者は図表で構造を示し, 既習
単語 の み で作 っ た用例 を3言入れて ある ｡ 後
者の文法事項は本文 の中にある ｢北京冬 天骨
50)
下 雪喝?｣ (骨組今は ｢北京下雪｣ である)
に由来する｡ ｢着｣ は 第9課 の本文に ｢存現｣
で なく, ｢持続｣の用法として 一 回現れた だけ
で, 方向補語を用 い る ｢~て釆｣ の 表現は こ の




｢中国語教科書｣ に比 べ , ｢40｣ の 文法部分
は見出や図式が顕著 に なり, 説明の 文章はあ
っ て も随分短縮され∴ 隔世 の 感がする｡
｢初級｣ が数多く発行されて い る現状 の 中
で, 文法部分に先駆者とし似通 っ た説明を入
れる余裕がある なら, 文法事項 の 認識 に有益
な用例を埠 した 方 が より学習者の た め に な
る ｡ また, 見出や 図式は , 説明の 文章を凝縮
し洗練 した もの と言え る｡ 説明 は明瞭 ･ 簡潔
なほ ど有効さを増す｡
3.2.2 用語 の通俗化
ひ と昔 と違 い , ｢40｣ の使用する術語はか な
り限定 され , 前掲 した ｢文法摘要｣ の範囲内
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に ほ ぼ収 ま っ て い る ｡ なお , 術語に代 っ て公
式や分か り易 い 言葉を見出や説明に用 い る の
が珍 しくなく な っ てきた ｡
術語 は文法事項を明示する便宜上借用する
もの に過 ぎず, 深奥な学問に見せ 掛け, 価値
の ない 満足感を与えるもの では な い ｡ 明示す
る にさ ほ ど役 立 たず, やが て忘れ去られるよ
うな術語や, 見出な どに工夫を凝 らせ ば不要
な術語 は, 学習の妨 げに なる雑音に なる ばか
りであるか ら, 最初か ら取り入れぬ方が能率
的では なか ろうか ? 専門課程 にお い ても同じ
こ とが 言え, また, 文法学者の 養成を目指す
わけ では ない なら, 術語の 使用 は必要最小 限
に 止め て おきた い ｡
3.2.3 役目の 唾昧化
望 ましく はな い が, ｢40｣の 一 部は要点が不
明瞭に なる の が必至なの に, その上 まとま っ
た数の 単語を入れたり, 用例 に発音を表記し
訳文を付けた り, 本文に な い文 法事項を足 し
た り, 修飾語が付 い たままの例文 を引用 した
りする の である ｡
何故 こうなるの か ｡ 敢えて代耕するならば
次 の通りに なる ｡ 数詞や時間詞, 方位詞な ど
は, まとめ て導入した方が数え易く学 び易 い
の は当然である ｡ 用例を本文以外か ら引用す
る 以上, 新出語 が含まれ, それ らの 発音を示
すの は親切 では ない か ｡ 必修と思われる文法
事項を, 内容の 一 貫性な どを無視してまで無
理に本文に 入れる 必要が あるの か o 文法部分
で付け足せ ば解決する こ と である ｡
3.3 試み
3.3.1 ｢浪漕第 一 或
7)
｢初級｣ は大概教養課程 向け で, 限られた
課数 に多量 の文法事項を単 に知識 として盛り
込み , ひ と通り教えるよう設計さ れて い る ｡
こ の ような ｢初級｣ を専 門課程入門段階の テ
キス トと した ら, 授業の 内容 と進め方 が教養
課程 とさ ほ ど変 わらぬ もの に なり はせ ぬか ｡
学習者は, 似通 っ た構成と内容 の ｢初級｣ を
｢会話1｣, ｢講読1｣ 等の 科目ご とに持たさ
れ, 同じような学習の 重複があり, その 反面,
一 つ の文法事項を十分認識できぬ 内に次の 認
識を強 い られる こ とに なる ｡ こ の 危倶 の 念か
37)
ら, ｢汲漕 第 一 歩｣ を作 っ た の で ある. 1988年
度か ら, 1年 の 前期で科 目を分けずに, 三 人
の 教官が こ の テキス トをリ レ ー で使用して い
る ｡
こ こ で は, 同テキス トの 文法部分 の
｢初級｣
と違うと こ ろだけに言及 してみ る ｡
3.3.2 一 例 と私見
地 穿 着 和 服 去｡
地 粘 着 吃 儀 ｡
地 翰 自 行 李 去 ｡
他 用 裸 子 吃 飯 o
主語 述語Ⅰ (客語Ⅰ) 述語ⅠⅠ (客語ⅠⅠ)
ヒ ト 道 具 動 作
上記は第11課 の文法部分 で ある｡ 例文 の 下
に構成要素(成分 , 単語), 順序, 意味上の 関
連性を示す図式を描 き添えてある ｡ これに よ
っ て
,両文型の 認識と習得を目指すの である ｡
具体 的には次 の こ とを表 して い る ｡ 動作の 方
式を示す文 の 第 一 述語に助詞 の
｢着｣ を付け
る必要があり, 二 つ の客語 は不可欠なもの で
は ない が , その 有無は半々 である . 一 方, 動
作の 道具を示す文 は, 少なく とも最初 の 4成
分が 必要 で , 時 々 第 二客語を伴う｡ 前者 と の
違 い は , 第 一 述語が第 二述語と の併存に よ っ
て ｢使用｣と い う意味を含み 持 つ 動詞 で, ｢着｣
を付けず, 第 一 客語 が なく て は そ の文型 が成
立しない こ と で ある ｡
文章 に せ よ, 図式に せ よ, 文法事項が成立
し得る必需条件を明確にす る こ と が文法部分
37)
を価値づ けて い る と思う｡ ｢汲清 第
一 歩｣ は ,
文法事項を明確 に 認識させ た上 で, そ れを理
中国語初級 テキス トの 研究
解と表現 の 技術として確実に習得させ る ため
に, ｢語順｣ と いう名称 で文法部分を設けたの
である ｡
中国語 の文法 に閲し, 一 口 に ｢図式｣ と言
っ ても多種多様であるが , ほ とん どは文を分
析 し解釈 す る た め に作り出され た も の で あ
る ｡ 筆者はそれらを参考 に, 文型 の 成立に･最
低必要なもの及 びその順序を明示 し得る図式
を考案したの である ｡ その 上, 説明の 文章を
外 し, 各種 の記号を避け, 術語 の使用を控え,
典型的例文を 一 つ か 二 つ だけを添えて, 同図
式を際立 たせ た ｡ そ の い ずれも文法事項を応
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有, 我 的 姐姐 有 手 表.
1ia yuさguⅠy6u cha-zim a
刈 月桂 有 叉 子 喝 ?
m elyo u lidl左o shlzh7y6u ku畠izi
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■ ▲
没 有 , 刺 老師 只 有 啓子 ｡
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A Study of Chines e Text Books
fo rthe Ele m entary Co urs e
Bun no s uke Okada
(Re c eiv ed De c e mbe r20, 1 989)
A B S T R A C T
T be adv aIIC ed c o u rs ein Chin se s aim s at pr a ctic al tr aining for m o r ehighly
developed skills in both c om prehension and expre ssio n. In this pr o c e ss, m o r e effe ctiv e
te a ching m aterials w o uldbe r equir edfo rco nsolidation of the ba sic knowledge of the
la ngu age.
T his pape r e x a min es s o m e ofthe c u rr e ntly a v ailable te a ching m aterials in theba sic
c o u r se, withpa rticula r e mpha sis o nthe thre e a spe cts :pr o n u n ciatio n, c o mpo sitio n a nd
gr a Ⅲ1 m a r･
Rega rding pro n u n ciatio n, thetim e c oIIStr aintsgiv ento repetitiv edrills are re c ognized
a s a c riticalfa ctor. T he paper s ug ge sts an experim ent of s
i
lage-by-stage drills taking
into a c c o u nt the tim e limits.
Pertaining to c o mpo sitio n, a nd e xte n siv e r a nge of v o c abula ry a s w ella s c o rr e ct
gram m atic al kno wledge ar e e mpha siz ed a sthe prin cipalaim . Ex a mple s ofc o mpo siLio n
texts pr o videdbythe a utho r ar eintr odu c ed.
La stly, a sto gra m m a r, the pape r r e c ogn lZe Sthe im portanc e of simple a nd cle a r
expla n atio n s of the s ente n c e str u ctu r efor whichdiagram s w orked o utbythe a utho r a r e
pr e se nted.
K E Y W O R D S
Practic al, Effe ctiv e, Fo r m ulatio n, Sim ple a nd cle a r
